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広 報
.2面…行政手続条例を施行

.3画一技能者66人を表彰

・4面 .5面・・・特集・人とまちとの

いい関係~広報ひらつかを考える

主 な内容

~ 要望にこたえる記事
-主に読む記事

. . .・・・市民の意見
平成9年度住民実態調査の結果
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• 
広報ひらつかの役割は、市役所からのお知らせをみなさんのご家庭にお届けすること

です。これからも、必要な情報を正確にわ力、りやすくお伝えしていきたいと患います。

でも、広報ひらつかの役割はそれだけではないと、私たちは考えています。みなさんの

反応を受け止め、 これからのまちづくりに生かしていくことも大切な役割です。住民実

態調査でも、「主に読む記事はjという聞いに f市民の意見・要望にこたえる記事jと

回答した方が24.6%いらっしゃいました。

そこで舎回は、6組のみなさんの「広報

ひらつかJへの提言を紹介します。市の考

え方などは、4・5面に掲載しています。

EI!ひ5っかjを考司|

生活実感に合った記事が
私たちは子育て勉強会の仲間です。食

の安全に興味があるので「遺伝子組み換
え食品」を取り上げてみてはと提案した
ところ、気軽に話を聞いてくれました。ま
た、翌月号に市議会の決議として蹴ってい
ました。このようなマスコミで報道される
タイムリーな話題をもっと多くしていただ
きたいです。

わざわざ手紙や電話で意見を言 うのは
勇気がいります。 も っと外に出て生の声
を取材してほしいと思います。

市民が登場する紙面づくりを
以前連載されていた「私の好きな散歩

道Jに投稿し、掲載していただきました。
いろいろな場で話題とされ、以後広報は
より身近なものになりました。

月 2回発行の広報には、市からの一方
通行の情報提供だけではなく、連載が終

わった同ムの好き砿散歩道Jや、「私のた
か らもの」のような、市民が登場するコ
ーナーがあれば、ほっと一患っくことがで
き、 もっと親 しまれ読まれるように怠ると
思います。

みどりの会のみなさん
(代表:北村節子さん)

hnn外国人向けの情報も
に I 1976年から平塚に住むアメU力人です。

I 2年間日本語を学びましたが、私の園とは
¥ 文化が大きく違うため、まだコミュニケ

('ー シヨンに問題があります。
平塚での生活で、学ぱ芯ければならな

かったことは多くあります。税金、自動

〈ン[車の登録、地震のときの避難場所などで
す。いすれも友人に尋ねたり、失敗を繰

り返したりして学びました。
もっと、外国人向けに情報を伝えてい

ただけたうと思います。

小泉員人さん
(東海大学専任講師)

海野成さん
(市政モニター ・黒部.a)

大切なのは内容です
いくらすてきなチラシが入っていても、

実際の品物が悪かったり、すぐに売り切
れてしまったりしたら、次はそのチラシ
を見ょうとは思わなくなります。広報ひ
らつがも、決定済みの計画や、対象が一
部の人に限5れている行事の案内などが
多いと、「読もう」という気持ちが薄れ
てしまいます。

「色や形」 と併せて、伝える「内容そ
のもの」についても考えれば、もっと読
まれるようになると思います。

ピル・バターソンさん
(日本大学助教授・上平塚)

攻めの広報、攻めの行政ヘ
今回、行政を取り巻く環境は、一層厳

しさを増しています。メディアから流さ

れる情報は、行政への不信感を増すもの
ばかりです。そのような状況の中で、情
報発信をせす、ただ待つ姿勢だけでは大
きな流れに押しつぶされてしまいます。

どうか、今まで以上に積極的に広報活
動を行う「攻めの広報Jで行政と市民と
の情報ギャッブを埋め、「市民」が主役

の広報紙づくりを進めてください。皇宮 守さん
(東海大学文学部3年生)

越智アイ子さん
(主婦-岡崎)

もっと大胆で、楽しい広報に
私は、大学で広報芯どの コミュ二ケー

ション活動を勉強しています。
行政の広報紙を見て思うことは、もっ

と団己る広報」から「読んでもらう広報J
へ変わる必要があるということです。い
くう全戸に配っても、読んでもらわなけ

れば、その役目を果たしたことには芯ら
ないと思うからです。

広報紙がもっと大胆で、楽しいもので
あれば、多くの市民が読み、意識も高ま
るのではないでしょうか。

『
広
報
ひ
5

っ
か
』
ぽ
・•• 

本市に住む女性3人を含む6人(女5人、男

1人〉が、ドーパー海峡リレー横断に挑み、

見事完泳しました。市内メンパーの 1人

篠崎さんに体験殺 を聞きました。取材は

市政モニター出縄智子さん(万田)

ス
マ
ー
ト
な
方
で
、
エ
ッ
、

こ
の
人
が
本
当
に
ド
1
パ
1
海

峡
を
泳
い
だ
の
!。
リ
レ
l
横

断
に
成
功
し
た
メ
ン
バ
ー
の
一

人
、
篠
崎
真
理
子
さ
ん

(市
内

大
原
)
に
お
会
い
し
た
と
き
の

第

一
印
象
で
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
篠
崎
さ
ん
の
ほ

か
に
、
大
白
根
佳
代
子
さ
ん
、

関
野
洋
子
さ
ん

(
以
上
市
内
に

お
住
ま
い
)
、
中
村
美
也
子
さ

ん
、
浜
本
英
美
代
さ
ん
、
五
木

田
修
さ
ん
の
計
六
人
で
す
。
驚

い
た
こ
と
に
鶴
崎
さ
ん
と
関
野

さ
ん
は
四
年
前
ま
で
全
く
泳
げ

ず
顔
を
水
に
つ
け
た
り
上
げ
た

り
の
、
い
わ
ゆ
る
プ
ク
プ
ク

・

パ
ッ
の
練
習
か
ら
始
め
た
そ
う

で
す
。
み
な
さ
ん
の
年
齢
が
高

い

(五
十
成
代

一
人
、
四
十
歳

代
二
人、

三
十
歳
代
二
人
、
唯

一
男
性
が
ニ
十
八
歳
)
こ
と
も

意
外
で
し
た
。
し
か
も
家
庭
も

仕
事
も
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

九
月
九
日
、
イ
ギ
リ
ス
の
シ

ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
ピ
l
チ
を
午
前

三
時
五
十
二
分
に
出
発
、
フ
ラ

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

ン
ス

・
カ
レ
l
近
く
の
グ
リ
ネ

灯
台
付
近
に
午
後
五
時
五
十
一一
一

分
に
到
指
し
ま
し
た
。
十
四
時

間

一
分
の
完
泳
で
し
た
。

こ
の
と
き
は
条
件
に
も
恵
ま

れ
、
水
温
十
九
度

(例
年
は
約

十
五
度
)
で
、
有
名
な
三
角
波

も
全
く
無
か
っ
た
そ
う
で
す
。

潮
流
の
関
係
で
海
峡
を

S
宇
状

に
進
み
、
お
よ
そ
四
十
J
討
を

一
人

一
時
間
ず
つ
泳
ぎ
ま
し
た
。

船
に
は
イ
ギ
リ
ス

・
チ
ャ
ン
ネ

ル
ス
イ
ミ
ン
グ
協
会
の
審
判
貝

が
乗
り
、
後
日
認
定
証
が
渡
さ

れ
ま
し
た
。

完
泳
直
後
の
写
其
を
拝
見
し

ま
し
た
が
、
目
的
述
成
の
思
び

が
伝
わ
り
、
は
つ
ら
つ
と
輝
く

彼
女
た
ち
の
背
後
に
暖
か
く
応

援
さ
れ
た
ご
家
族
の
姿
を
見
た

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

最
後
に
篠
崎
さ
ん
の
言
葉
を

紹
介
し
ま
す
。
「
二
年
間
、
冷

た
い
冬
の
海
で
練
習
し
た
。
そ

れ
が
成
果
と
な
り
う
れ
し
い
。

ま
た
水
泳
教
室
の
先
生
方
に
出

会
え
た
こ
と
、
単
独
横
断
経
験

者
の
川
上
監
督
、
そ
し
て
今
回

の
メ
ン
バ
ー
、
人
と
の
巡
り
合

い
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。
目
探

に
向
か
っ
て
努
力
を
す
れ
ば
成

し
遂
げ
ら
れ
る
、
思
わ
な
け
れ

ば
何
も
始
ま
ら
な
い
」。

み
な
さ
ん
、
ま
す
ま
す
ご
活

腕
く
だ
さ
い
。

• 
イギリスの海で(左から浜本、大曽板、

関野、 中村、篠崎、五木田さん)

• ••• • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
〈平嫁市の人口と世帯・平成9年10月1日現在〉・人口254.207(-40)・世帝90.801(+25)※かっと内の数字は前月比 女広報ひらつかは再生紙を使用しています
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し
ま
す
。

こ
の
条
例
は
、
申
請
を

承
認
す
る
基
準
や
、
そ
の

処
理
に
か
か
る
期
間
な
ど

を
明
確
に
示
し
、
よ
り
わ

か
り
や
す
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

権
利
を
保
護
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

-
許
可
な
ど
の
申
請
の
処

理
を
わ
か
り
や
す
く
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
に

マ
申
間
に
対
す
る
許
可
や
承
認
な
ど

の
審
査
基
準
を
作
り
ま
す
↓
許
可
さ

れ
る
か
ど
う
か
が
予
測
で
き
ま
す

マ
標
準
処
理
期
間
を
定
め
ま
す
↓
決

定
(
許
可

・
不
許
可
等
)
の
時
期
が

予
測
で
き
ま
す

マ
許
可
や
承
認
な
ど
が
で
き
な
い
場

合
に
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
ま

市
の
施
設
を
利
用
す
る
と
き
の
申

し
込
み
手
続
き
ゃ
、
市
に
提
出
す
る

様
々
な
届
け
出
な
ど
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
は
常
に

「行
政
手
続
」
と
か
か

わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
「
行
政
手
続
」

を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
ス
ピ
ー
デ

ィ
ー
に
す
る
た
め
、
十
二
月

一
日

「平
塚
市
行
政
手
続
条
例
」
を
施
行

あ
の
道
路
は

い
つ
で
き
ま
す
か

(仮
称
)
湘
南
新
道
機
は
、

現
在
舗
装
工
車
中

大
き
な
道
路
を
建

…
質

問

…:-
設
し
て
い
る
場
所
が
、

市
内
に
数
か
所
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
完
成
時
期
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

(撫
子
原
小
磯
邦
代
さ
ん
)

n

・j
i
-
-一

現
在
工
事
中
の
道

…
お
答
え

口
:
・:…
路
と
し
て
は
、
幹
線

道
路
で
は
①
八
幡
神
社
土
屋
線
②

・

其
土
金
目
純
が
、

川町
道
で
は
①
平

塚
伊
勢
原
線
②
(仮
称
)湘
南
新
進

噴
ψ
ハム
所
大
磯
線
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
う
ち
、
近
々
完
成
す
る
予

定
の
道
路
は
、
平
塚
伊
勢
原
線

(通

称
人
間
通
り
の
国
道

一
号
か
ら
追

分
交
差
点
ま
で
)
で
、
平
成
十
年

度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
道
路
は
、
路
線
延
長

す
↓
ど
こ
が
要
件
を
満
た
し
て
い
な

い
の
か
が
わ
か
り
ま
す

-
不
利
益
処
分
を
す
る
場
合
、
処
分

さ
れ
る
方
の
権
利
を
保
護
し
ま
す

マ
処
分
を
受
け
る
方
に
意
見
を
述
べ

る
機
会
を
保
証
し
ま
す
L
不
利
益
処

分
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
原
則
と

し
て
処
分
を
受
け
る
方
の
意
見
を
聞

き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
予
定
さ
れ
る

処
分
の
内
容
、
お
よ
び
根
拠
と
な
る

条
例
な
ど
を
処
分
を
受
け
る
方
に
通

知
し
ま
す

マ
処
分
の
韓
準
を
作
り
ま
す
↓
使
用

十
一
月
一
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た

と
お
り
、
平
塚
駅
南
口
に
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
が
新
設
さ
れ
、
十

一
月

一
日

か
ら
動
き
始
め
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

原
則
的
に
は
「
上
り
」
の
み
で
す

/

/
/

が
、
事
い
す
で
利
用
す
る
場
合
は
イ

…予

4
y

ン
タ
l
ホ
ン
で
係
員
を
呼
び
出
し
、

a

「下
り
」
も
利
用
で
き
ま
す
。

伽

rl
l

マ
利
用
で
き
る
時
間

午
前
6
時
i

伽

'l

午
後
8
時

(介
添
え
す
る
時
間
は
午

"

.
h

前
日
時
;
午
後
5
時
)

一
一
、

h
寸

、

マ
問
い
合
わ
せ
先
ラ
イ
ナ
ー
ホ
l

、
ih
-
-、
司

ム
推
進
室

(内
線
1
1
4)

LTSEE--2A
=-
E-E・E
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Z
A
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上
の
市
存
を
満
た
し
て
い
る
「
届
出
」

を
持
つ
こ
と
も
大
切
で
す
。
今
回
は

が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
手
続
「
自
転
車
を
利
用
す
る
と
き
の
注
意

き
が
完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

点」

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

O
問
い
合
わ
せ
先

企
画
調
整
課

O
交
差
点
に
注
意
:
・
市
内
の
自
転
車

(内
線
3
2
3)

事
故
の
六
割
以
上
が
交
差
点
で
起
き

5
5
3
3
3
3
3
3λ

て
い
ま
す
。
量
し
の
惑
い
交
差
点

五
%
、
類
型
別
で
は
出
合
い
頭
の
事
ゃ
、
路
地
か
ら
大
通
り
へ
出
る
と
き

故
が
六
二
・
五
%
で
最
も
多
く
な
っ

は

必
ず

一
時
停
止
を
し
て
、
安
全
を

て
い
ま
す
。
脱
臼

・
時
間
別
で
は
、

確

か

め

ま
し
ょ
う

平
塚
市
は
事
故
防
止
の
緊
急
対
策
地
月
臨
日
の
午
前
八
時
か
ら
十
時
ま
で

O
夕
方

・
夜
は
ラ
イ
ト
を
つ
け
て・
:

域
に
指
定
さ
れ
、
地
域
特
性
を
考
え
と
午
後
四
時
か
ら
六
時
ま
で
の
通
日
が
暮
れ
る
の
が
早
く
な
っ
て
き
ま

た
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

動

・
迎
学
の
時
間
帯
に
事
故
が
多
発
し
た
。
自
分
の
存
在
を
示
す
た
め
に

市
内
で
の
事
故
の
特
徴
は
、
自
転
し
て
い
ま
す
。

も

、

必

ず

ラ

イ

ト
を
つ
け
て
走
り
ま

手
関
係
す
る
事
故
が
多
い
こ
と
で
自
転
車
が
関
係
す
る
益
事
故
は
、
し
ょ
、
っ
。
ま
た
、
車
の
ラ
イ
ト
を
受

す
。
今
年
九
月
末
現
在
、
県
内
の
自
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
相
手
方
と
な
る
け
て
光
る
反
射
材
も
布
効
で
す

転
車
事
故
は
会
事
故
の

一
八
・
三
%
車
や
バ
イ
ク
に
原
因
が
あ
り
ま
す
。
。
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
・
:
少
し
ぐ
ら
い

を
占
め
て
い
ま
す
が
、
市
内
で
は
ニ

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
は
大
丈
夫
と
考
え
る
こ
と
自
体
、
既

五
・

三
%
に
も
な
り
ま
す
。

一
年
で
最
も
事
故
が
多
く
発
生
す
る
に
判
断
力
を
失
っ
て
い
る
証
拠
で
す

そ
の
特
徴
を
み
る
と
、
年
齢
別
で
季
節
を
迎
え
、
自
転
耶
の
利
用
者
が

.
担
率
-
交
通
安
全
課

(内
線
6
4

は
十
六
議
未
満
が
全
体
の
二
三

・

「
自
分
の
身
を
守
る
」
と
い
う
意
識

0
)

。
h
v
e
h
v
q
&
v
a
q
h
V
4
h
V
A司
令
A
q
h
v
a
qh
V
A
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令
晶
司
令
A
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A
W
&
V
A
司
令
Aq
h
V
4
h
V
A
司
令
A
司
令
A
司
令
A
司
令
A
司
令
A
司
令
。
h
V
A
司
令
。
‘
V
A司
令
。
‘
v
d
h
v
e
h
v
a
司
令
。
h
V
A
w
h
v

目

保

報

き

益

原

ん

て

合

案

3

。

、

報

度

6

覧

，、

ま

翫

欄

硝

同

州

ゆ

誤

認

問

計

五

服

ど

眼

昨

白

ど

品

目

。

日

保

人

い

=

す

利

扱

み

録

い

る

市

い

ま

識

な

査

成

告

な

由

沼

し

い

邸

の

個

て

引

ま

権

り

の

記

て

き

、
て

い

の

害

調

平

告

プ

自

問

施

さ

線

報

と

つ

知

い

の

取

民

に

つ

で

は

け

て

会

計

態

報

ツ

は

y
実

だ

内

情

度

持

戸

て

人

の

市

う

還

が

O
求

付

し

鵠

統

実

ト

査

マ

料

レ

も

く

(

人

制

が

M
め

個

報

、

よ

聞

と

請

け

も

、
種

民

情

調

災

資

フ

用

課

個

開

市

さ

定

一

情

た

の

、

こ

受

畏

密

各

住

物

防

る

ン

町

利

理

公

な

う

は

人

ま

ど

き

る

談

で

展

算

、

度

画

買

、
あ

て

O
ご
管

と

位

す

は

み
よ

と

個

。

が

で

め

相

一

の

決

岳

年

計

、
画

に

動

引

に

報

政

文

ま

と

の

る

度

、

す

報

が

求

や

ナ

ど

告

9
本

り

計

一
各

刊

軽

情

市
公
い

康

民

き

制

う

で

情

と

を

内

一

な

算

報

成

韮

お

金

ナ

(

気

た
は

て

信

市

で

謹

よ

度

る

こ

除

。

案

コ

料

予

や

平

画

し

安

一
応

ス

お

先

れ

で

け

明

を
が

保

い

制

す

る

削

す

ご

報

資

害

計

の

通

コ

ま

ビ

、

せ

か

市

誼

之

と

報

芯

た

関

知

や

ま

の

情

政

料

画

料

合

税

交

報

。

一

ぞ

わ

聞

、

を

・

釦

こ

情

れ

め

に

を

正

い

度

政

行

資

計

資

総

産

市

情

す

サ

う

合

り

て

度

文

司

る

人

さ

定

分

か

訂

て

制

市

、

示

の

着

、

資

塚

政

ま

一

ど

い

よ

し

制

公

沼

知

個

侵

を

自

る

は

し

両

の

た

展

業

新

宮

定

平

市

き

ピ

。

間

指

謹

a
'
M
U

に
a
'

が

則

が

い

に

障

階

ま

h
v
事

hv
告

国

次

で

コ

す

hv

許
可
の
取
り
消
し
な
ど
、
不
利
益
な

処
分
を
す
る
場
合
の
基
準
を
作
り
、

ど
の
よ
う
な
場
合
に
ど
の
程
度
の
処

分
が
さ
れ
る
の
か
を
公
表
し
ま
す

マ
処
分
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
ま
す

.
わ
か
り
や
す
く
透
明
性
の
高
い
行

政
指
導
の
ル
l
ル
を
定
め
ま
す

マ
行
政
指
導
(
一
定
の
行
政
目
的
を

実
現
さ
せ
る
た
め
の
指
導

・
勧
告

・

助
言
な
ど
)
の
ル
l
ル
を
定
め
ま
す

↓
行
政
指
導
は
行
政
指
導
を
受
け
る

方
の
任
意
の
協
力
に
よ
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
い
ま
す
。
行
政
指
噂
に
従

わ
な
い
こ
と
を
理
由
に
不
利
雄
な
取

り
扱
い
を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
行
政
指
導
を
受
け
る
方

に
対
し
て
、
そ
の
趣
旨
、
内
容
、
お

よ
び
究
任
者
を
明
ら
か
に
し
ま
す

・
届
け
出
の
手
続
き
を
明
確
に

マ
記
載
事
項
、
添
付
件
類
な
ど
形
式

......‘IA. … 
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-
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交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
市
内
で
は
、
今
年
既
に
二
十一

人

(十

一
月
十
日
現
夜
)
の
昨
い
命

が
失
わ
れ
、
昨
年

一
年
間
の
交
通
事

故
に
よ
る
死
者
十
人
を
大
幅
に
上
回

っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

が
長
い
こ
と
か
ら
い
ず
れ
も
部
分

的
な
完
成
と
な
り
ま
す
。
完
成
予

定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
八
幡
神
社
土
屋
線
の
日
向
岡
ト

ン
ネ
ル
平
成
叩
年
春

マ
其
土
金
回
線
の
小
田
原
厚
木
道

路
を
越
え
る
陸
橋
平
成
ロ
年
春

マ

(仮
称
)
湘
南
新
進
橋
平
成

日
年
3
月

マ
公
所
大
磯
線
(
万
田
地
区
)

平
成
日
年
3
月

こ
れ
ら
の
完
成
に
よ
り
、
交
通

渋
滞
の
緩
和
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
開

通
か
所
、
日
時
な
ど
は
、
今
後
広

報
ひ
ら
つ
か
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※
担
当

広
報
広
聴
課
広
聴
担
当

(内
線
3
5
5)

臨翠璽醤麗麹菌到
・・・市政情報コーナー・・・

平
塚
駅
南
口
に

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

我が家の防災対策を確認<連載⑫>

鶏お諜ごみの出し方を再確認 揺れを感じたらスイッチを切り、
プラグを抜きましょう

防災の基本は火を出さないことです。

グラ ッと掠れを感 じたら、使用中の電気

器具のスイッチは必ず切りましょう。

特に、 アイロン、 ドライヤーなどの熱

務兵は、 コンセン トからプラグを抜きま

しょう 。 日ごろから電気恭兵を使い終わ

ったら、 プラグを抜く習'阪を 身につけて

おきましょう 。

。担当 防災課 (内線143)

燃
せ
る
ご
み
の
中
か
ら
び
ん
や
缶
が

私たちが1年 間 に出してい る ごみは1人 あ た り約 328kgで 、 その処理 貸用

は約 11，000円。市 全体 では、およそ28億円ものお金、 つ ま り 税 金 がごみを

処理するため に使 われてい ます。(いずれも資淑再生ごみを除く)

費用を増やす 一 因と してあげられるのは、

ごみ の「出しブJの乱れ」です。一昨年 の 制 査

では 、燃せるごみの約39%は、本来資源再生

ごみに出 さなければならない紙や布でした。

ごみを出す 日時や分別の仕方は自治会等を

通してお配 りしてある「ごみの出し方ガイド

ブック 」ゃ 「年間収集日カレ ンダー」 に 載っ

ています。 ごみを出す前に、 もう一度ご確 認

ください。 また、これらをご希望の方は環境

衛 生業務課(内線537) へご述絡くださ い。 ※防災マップと防災ハンドブックを自治会 を過してお配りしました。

お手元に届いていない方は、お近くの公民館、または防災課へ。匝靭鐙腰掛醸費時調

。休日でも住民票がとれます・・・駅前市民窓口センター (毎月第3日曜

日と年来年始のみ休み〉 宮22-1001

。地域窓口センターをご利用ください -市内15か所で市の諸証明が

受けうれ ます。群しくは市民課へ(内線232)

印鑑登録証明書の市長印が黒色に

・担当 市 民課(内線229)



図

平
成
九
年
度
技
能
者
表
彰
式
が
、

十
一
月
七
日
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
の
は
、

一
つ
の
職
組

に
長
く
従
事
し
、
技
能
の
錬
磨
や
後

進
の
育
成
に
努
め
、
そ
の
職
種
の
向

上
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
次
の
方
々

で
す
。

(

敬
称
略
)

一
技
能
功
労
者
一
部
人

V
広
血
美
術
士

川
崎
尚
人
V
遊
園

師
柳
板
慾
三
V
板
金
工
尾
崎
前

太
郎
V
製
薬
衛
生
師

高
橋
利
治
・

渡
退
治
V
大
工
職

高
梨
繁

・
藤
間

宮
之
・
向
外
二
V
左
官
職
樋
口
久

治
V
配
管
工
若
菜
謙
二
V
位
職

古
田
武
V
理
容
師
林
米
子
V
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
師
富
田
勝
夫
V
削
理
師

遠
藤
佑
・
杉
原
昭

一
郎

・
山
日
韓
両

日
月
白
目
、
中
央
公
民
館
で

青
少
年
健
全
育
成
の
つ
ど
い

第611号 (1日・ 15日発行)

十

一
月
は
背
少
年
健
全
育
成
強
調

月
間
で
す
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
、
筋
二

十
二
回
青
少
年
健
全
育
成
の
つ
ど
い

が
十

一
月
二
十
三
日
(祝
)
午
後

一
時

あ
か
る
い
写
真
と

少
年
の
主
張
作
文

家
庭
の
大
切
さ
、
意
見
を
発
表
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
て
い
た
だ

こ、

2
、「
あ
か
る
い
家
庭
写
甚
と

「少
年
の
主
張
作
文
」
を
募
集
し
ま

し
た
。
主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

(
敬
称
略
)

広報ひ5っか

，，
 

揃
咽
本
菜
憎
突
さ
ん
の
作
品

V
和
裁
師
小
早
川
慶
子
V
洋
服
仕

立
て
師
大
柴
賀
季
三
V
タ
イ
ル
工

熊
谷
利
夫
V
屯
気
工
事
士
内
田
幸

一
V
屯
子
修
理
技
術
士

二
之
宮
誠

V
漁

師

高
机
昌
也
V
自
動
車
整
備

士

宮

川
清

・
原
康
雄

・
中
川
行

雄
・
花
樺

一

一
優
秀
技
能
者
一
羽
人

V
造
倒
師
森
男
・
志
賀
博
V
板
金

工

松
田
忠
V
辿
共
職
松
本
和
男

V
製
染
衛
生
師
山
由
民
司

・
三
浦

亨
V
一豆
腐
製
造
職

古
尾
谷
幸
治
V

大
工
職
伊
藤
貢
・
志
田
正
雄
・
鈴

木
二
三
夫

・
三
瓶
良
資

・
小
笠
原
淑

郎
V
左
宵
職

阿
部
則
男
V
と
び
職

瀬
野
武
司
V
配
管
工
荒
川
宏
行
・

稲
本
滋
V
位
職
大
堀
信
勝
V
表
共

師
高
岡
秀
男
V
理
容
師
芝
淑
弘

子
・
町
田
司
郎
V
調
理
師
川
崎

賢
・
柳
田
ヨ
シ
子

・
羽
根
泰
臣

・
鈴

木
幸
雄
V
食
肉
技
術
師
村
田
正

作
・
小
叫
が
]
微

・
黒
部
益
雄
官v
自
転
車

組
み
立
て
猿
備
士

宮

川
保
・
草
柳

重
夫

・
今
井
志
位
V
タ
イ
ル
工

石

川
勝
己
V
電
気
工
事
士
菊
地
利

勝
・
松
田
憲
政
V
自
動
車
整
備
士

高
彰

・
稲
田
孝
・
回
挫
朝
美
V
食
品

衛
生
立
任
者
武
藤
奨

・
石
川
雄

一ニ

・
寺
附
品
V
内
装
職
山
田
康
夫

み
な
さ
ん
の
感
性
を
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
ポ
ス

タ
ー
や
標
語
、
作
文
の
コ
ン
ク
ー
ル

宴
席
施
し
ま
し
た
。
主
な
入
賞
者
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

(

敬
称
略
)

緑
化
ポ
ス
タ
ー
と
標
語

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
や
リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
に
つ
い
て
の
関
心
を
高
め
て

も
ら
お
、
っ
と
募
集
し
ま
し
た
。

.
ポ
ス
タ
ー

応
募
三
百
七
ト
八
点

マ
金
賞
山
本
陽

(大
野
小
3
年
)、

橘
川
奈
路
子

(
太
洋
中
3
年
)

-
標

語

交

通

安

全

意

識

を

高

め

る

た

め

、

マ
ご
み
部
門
応
募
五
百
五
十
点
小
学
生
を
対
象
に
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

・
金
賞
「
集
め
よ
う
カ
ン
カ
ラ
し
ま
し
た
。
応
募
二
百
十
九
点
。

カ
ン
コ
ン
ア
ル
ミ
缶
」
須
藤
あ
ゆ
マ
金
賞
吉
野
裕
基
子

(中
原
小
2

み

(港
小
3
年
)、
「七

夕

の

か

ざ

年

)、
阿
部
知
代
(
花
水
小
4
年
)
、

り
か
な
し
む
路
地
の
ゴ
ミ
」
稲

山

佐

藤

汐

荊

(日
士
見
小
5
年
)

風
録
写
生
コ
ン
ク
ー
ル
を
笑
施
し
ま

し
た
。
応
募
七
百
八
十
七
点
。

マ
優
秀
賞

三
簾
萌
笑

(中
原
小
2

年
)、
長
官
蛸

(月
間
普
小
6
年
)、
小

神
野
友
紀

(大
野
中
1
年
)

マ
金
賞
山
本
麻
里
子

(
旭
小
1

年
)
、
浅
沼
和
賞

(真
土
小
3
年
)、

小
林
由
奈
(
港
小
3
年
)
、
長
谷
川

其
美
(神
田
小
4
年
)
、
福
留
真
奈

(
み
ず
ほ
小

4
年
)
、
片
野
華
子

(崇
普
小
5
年
)
、
鈴
木
敬
大

(江
陽

中
1
年
)

-
標
語

応
募
五
百
三
点

マ
最
優
秀
賞

「し
あ
わ
せ
っ
か
む

緑
守
る
手
育
て
る
手
」
山
内
直
次

(一

般

・
徳

延

マ
優
秀
賞
「
ひ
ら
つ
か
は
は
な

が
い

っ
ぱ
い
?
つ
が
く
ろ
」
石
井

柚
里
子

(
中
原
小
1
年
)、
「湘
南
の

緑
の
海
原
平
塚
市
」
川
嶋
将
之

(旭
陵
中
1
年
)、
「
た
く
さ
ん
の
木
々

と
家
族
に
な
れ
る
街
」
柿
崎
安
加

(太
洋
中
3
年
)

環
境
ポ
ス
タ
ー
、
標
語、

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

山
本
捕
さ
ん
の
作
品

観
光
風
景
の
写
生

身
近
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
行
事
な

ど
を
、
子
ど
も
た
ち
の
作
品
を
通
し

て
紹
介
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
観
光

=一
銭
常
明
実
さ
ん
の
作
品

大
樹

(江
肌
胸
中
2
年
)

マ
環
境
保
全
部

門

応

募
二
百
二
十

六
点・

金
賞
「
う
れ
し
い
ね
野
鳥
が
遊

ぶ
平
塚
の
自
然
」
中
川
英
幸

(山
下

小
5
年
)
、
「
汚
す
の

一
年
戻
す
の

何
年
?」
藤
本
愛

(大
野
小
3
年
)

マ
プ
レ
サ
イ
ク
ル
部
門
応
募
臼
点

・
金
賞
「
い
り
ま
せ
ん
余
分
な

包
装
ご
み
の
紫
」
毘
控
幸
江

(一

般
・
万
四
)

.
作
文

マ
小
学
生
部
門
応
募
口
点

・
最
優
秀
賞
山
口
瓦
由
美
(
崇
普

小
6
年
)

マ
中
学
生
部
門

占…-
H
M
優
秀
賞

3
年
)

応
募
六
宵
九
十
五

伊
藤
瑞
夏

(江
陽
中

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

吉野裕基 子さんの作品

「花
と
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
」

へ
の
参
加
意
識
を
盛
り
上
げ
よ
、?と、

緑
化
ポ
ス
タ
ー
と
み
ど
り
の
標
簡
を

募
集
し
ま
し
た
。

A

マ
ポ
ス
タ
ー

応
非
九
宵
五
卜
四
点

マ
金
日
定
保
出

(紫
哲
小
1
年
)、

水
品
啓

(崇
普
小
2
年
)
、
秋
山
早

紀

(城
島
小
3
年
)
、
内
田
知
世

(松

原
小
4
年
)
、
遠
藤
由
香

(旭
小
5

年
)
、
市
水
祥
史

(神
田
小
6
年
)、

相
原
謎
博

(浜
岳
中
3
年
)

酬・・剛・・剛・
0

剛・・剛・・剛'・剛'・剛・・剛・・申・・申・・申・
・

育
成
功
労
者
表
彰
、
少
年
の
主
張

作

上

回

千

織

(港
小
6
年
)
、
飯
塚
米

文
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
作
品
朗
読
佳

(中
原
小
4
年
)
、
原
因
砦

(八

発
表
、
青
少
年
海
外
派
遣
団
報
告
幡
小
3
年
)

・
第
2
部
「
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
」
※
応
募
作
品
は
す
べ
て
青
少
年
健
全

出
演
は
大
磯
高
等
学
校
府
奏
楽
部
育
成
の
つ
ど
い
の
会
場
に
展
示
し
、

か
ら
三
時
四
十
分
ま
で
、
中
央
公
民
入
場
は
自
由
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
そ
の
後
日
月
M
日
か
ら
お
H
ま
で
市

館
大
ホ
l
ル
で
開
か
れ
ま
す
。

来
場
く
だ
さ
い
。

役
所
市
民
ホ
l
ル
に
展
示
し
ま
す

マ

内

容

マ

問

い

合

わ

せ

先

背

少

年

諜

8

・
少
年
の
主
張
作
文

応
募
百
二
十

・
第
1
部
「
式
典
」

背
少
年
健
全

(詑
)7
0
2
9

四
点

マ
最
優
秀
賞
曽
我
真
紀
(
金
目
小

企
V

あ
か
る
い
家
庭
写
真

応
募
四
百

6
年
)、
石
黒
玲
子

(土
沢
中
3
年
)

六

十

五

点

マ

優

秀

賞

本

間

悠

喜

(相
模
小
5

マ
最
優
秀
賞

「う
れ
し
い
誕
生
日
」

年
)
、
杉
山
大
介

(松
延
小
6
年
)、

地
本
来
柴

(神
田
小
4
年
)

松
川
裕
美

(大
野
中
3
年
)
、
古
川

マ
優
秀
賞

宮
田
詩
織
(
金
目
小
6

小
夜

(江
陽
中
2
年
)
、
大
久
保
班

年
)、
原
茂
司
(
金
目
小
5
年
)
、
土
弥
(
浜
岳
中
3
年
)

谷
友
萌

(金
目
小
4
年
)
、
足
立
潤
※
最
優
秀
賞
作
品
は
青
少
年
健
全
育

(花
水
小
6
年
)、
高
尾
俊
祐

(金
田
成
大
会
で
朗
読
発
表
さ
れ
ま
す

小
2
年
)、
越
野
菜
津
子

(相

模

小

マ

問
い
合
わ
せ
先
青
少
年
税
宮

5
年
)、
込
山
賊
丈

(港
小
5
年
)
、

(詑
)7
0
2
9

市欝舎を傭醸しτO1>京世ゐおも親子みれaV5623受
~市議会12月定例会は11月17日か512月17日まで開会します~

O本 会蟻(総括 質 問 )11月25日-28日

く>常 任委員会 12月8日、 9臼

。 決 算特別委員会 12月1日-3日

※閉会時刻は午前10時の予 定 で す。

T打線会 の会議は、原則としてどなた

でも肉由に傍聴できます。 本 会 議 の 傍

聴は、専用の入り口が議事堂 北側21皆に

あり、議場へは傍聴者名簿 に住所、氏

名を記入していただくだけで入場でき

ます。 ただし、イ券股~J常は本会議場が76

席、 警告員会室 が 9府程度ですので、団

体の場合は事前に説会事務局までご述

'*ください。

~参加 者 を 募 集 ~
12月13日 (土 )午後 2時~

14日 (日)午 後 1時、 1泊 2日

びわ青少年の家
土屋 2710ー1・n59ー0871

象 市内にお住まいの小中学生と

その級

。 定 員 40人 (先ずfJ眠)

O参 加 費 2.000円

。 申し込み方法 11月16臼(日)以降に参加

貨を添えて、 び わ青 少年の家、または青少年会館 (1受間町12-41・ft32-

7029) に申し込む。 受け付け時間は午前9U寺~午後5時。 両施放とも月 11被臼

は休みなので、ご注文玄ください。

。 日時

。 会場

。対

(内線369)続会事務局。 担 当

。清掃する場所-自宅付近の道路、 広場や公聞など公共の場所

。花火の合図はありません。ご注意ください。

。問い合わせ先 環境衛生管理課 (内線240)

まちぐるみ大清掃は11月16日(日)
午前8時から。雨天の場合は11月23日(祝)に延期します。
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との
「
人
聞
は
社
会
的
動
物
で
あ
る
」
。

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
掌
者

・
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
こ

う
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
は
、
い
つ
の
時
代
も
人
と
人
、
人
と
ま
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
塁
本
で
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
相
手
の
反
応
を
受
け
止
め
る
。
そ
し
て

ま
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
:
:
:
と
い
う
よ
う
に
、
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

広
報
ひ
ら
つ
か
は
「
人
と
ま
ち
と
の
い
い
関
係
.つ
く
り
」
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
こ
の
ま

ち
ゃ
、
こ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
、
も
っ
と
招
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

そ
れ
が
テ
ー
マ
で
す
。
広
報
ひ
ら
つ
か
を
も
っ
と
読
ん
で
も
ら
う
た
め
に
は
、

ど
う
し
た
ら

よ
い
か
。

一
面
で
紹
介
し
た
「
提
言
」
へ
の
回
答
を
通
し
て
、
考
え
て
み
ま
す
。

内

ω怠
お
⑫
百
円
居
、
ヨ
お

a
aす

一
面
に
掲
載
し
た
「
広
報
ひ
ら
つ
か

へ
の
六
つ
の
提
官
」
を
ど
う
受
け
止
め

て
い
る
か
、
今
後
の
紙
面
づ
く
り
に
ど

う
生
か
し
て
い
く
か
、
紹
介
し
ま
す

0

・
「市
民
が
登
場
す
る
紙
買
っ
く
り
を
」

広
報
を
は
じ
め
と
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
」
は
、
よ
く
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
に
例
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、

ど
ち
ら
も
相
手
が
あ
っ
て
初
め
て
成
り

立
つ
も
の
だ
か
ら
で
す
。

ボ
ー
ル
を
投
げ
合
う
と
、

少
し
ず
つ

相
手
が
わ
か
っ
て
き
ま
す
。
そ
、
?
す
る

と
、
次
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ポ
1
ル
を

投
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
る
の
で
す
。

「私
の
好
き
な
散
歩
道
」
と

「私
の

た
か
ら
も
の
」
は
、
投
稿
が
な
く
な
っ

た
た
め
、
平
成
八
年
三
月
で
終
了
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
も
っ
と
親
し
ま
れ
、

読
ま
れ
る
た
め
に
は
、
双
方
向
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

市
民
参
加
の
コ
ー
ナ
ー
を
新
た
に
殻

け
る
な
ど
、
様
々
な
形
で
「
市
民
が
目
立

場
す
る
紙
面
づ
く
り
」
を

一
層
進
め
て

い
き
ま
す
。

0

0

 

・
「
大
切
な
の
は
内
容
で
す
」

広
報
ひ
ら
つ
か
の
発
行
目
的
は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
読
ま
れ
、
話
題
に
な

内
部
に
対
し
て
も

「庁
内
週
報
」
な
ど

を
通
し
て
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「ま
ち
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い
」
や

「広

聴
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
聞
く
ほ
か
、

「市

長
へ
の
手
紙
」
や

「な
で
し
こ
フ
ァ
ク

ス
」
な
ど
で
、
ご
意
見
を
受
け
付
け
、

市
政
運
営
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
て

い
ま
す
。

「
次
も
ま
た
、
読
み
た
く
な
る
よ
う

生
内
容
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、

「何

の
た
め
に
広
報
す
る
の
か
」
を
常
に
考

え
て
い
き
ま
す
。。

。

-
「も
っ
と
大
胆
で
、
楽
し
い
広
報
に
」

「
大
胆
さ
」
は
挑
戦
か
ら
生
ま
れ
ま

す
が
、
同
時
に
リ
ス
ク
を
伴
い
ま
す
。

「失
敗
し
た
か
ら
方
向
転
換
」
が
多
す

ぎ
て
は
、
信
頼
を
失
い
か
ね
ま
せ
ん
。

行
政
が

「無
離
す
ぎ
て
面
白
み
が
な
い
」

と
一
宮
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
辺
り
に
原
因

が
あ
り
そ
、
つ
で
す
。

し
か
し
、
社
会
環
境
が
変
化
し
て
い

る
の
に
、
行
政
だ
け
が

「今
の
ま
ま
」

で
よ
い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
広
報
ひ

ら
つ
か
の
役
制
の

一
つ
は
、
「変
化
に

応
じ
た
変
革
」
を
働
き
掛
け
て
い
く
こ

10月15日号で紹介した相続川河川敷のコ

スモス畑。今年初めて植えたにもかかわら

ず、家族連れなどで述日にぎわいました。

と
で
す
。
前
例
を
踏
襲
し
た
り
、
制
度

に
縛
ら
れ
た
り
し
て
い
る
だ
け
で
は
、

「
本
来
の
目
的
」
が
達
成
で
き
な
い
こ

と
も
あ
る
か
ら
で
す
。
自
ら
挑
戦
す
る

勇
気
を
持
ち
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

さ
て
、
「
も
っ
と
楽
し
く
」
と
い
う

声
は
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
多
数
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
時
に
は

「厳
し
い
現
実
」

を
載
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
「楽
し
い
ば
か
り
が
広
報
で

は
な
い
」
こ
と
も
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

-
，

，
p

-

-

t

:

、h

‘

.F
後
、
こ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く
と
と

h
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・

・
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コ
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ミ
ン
三
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も
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、
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1
‘eo
-
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』
，

を
多
く
ふ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

0

0

 

・

「
攻
め
の
広
報
、
攻
め
の
行
政
へ
」

阪
神
大
震
災
は

「行
政
の
限
界
」
を

見
せ
つ
け
ま
し
た
。
地
震
対
策
の
何
か

ら
何
ま
で
を
市
役
所
が
や
っ
て
い
て
は
、

い
く
ら
予
算
が
あ
っ
て
も
起
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
そ
の
ツ
ケ
は

「税
」
と
い
う

形
で
市
民
生
活
に
跳
ね
返
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

何
を
行
政
に
任
せ
、
何
を
市
民
の
み

な
さ
ん
自
ら
の
手
に
ゆ
だ
ね
る
か
。
そ

れ
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
と
が

一
緒
に
考
え
、
決
め
て
い
く
の
が
、
民

主
的
で
あ
り
、
効
率
的
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。市

民
の
み
な
さ
ん
に

「判
断
材
料
」

を
率
直
に
提
供
し
、
そ
の
反
応
を
敏
感

に
受
け
止
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し

A-「
生
活
実
感
に
合
っ
た
記
穆
が
」

若
者
に
人
気
の
ユ
ー
ミ
ン
こ
と
松
任

谷
由
突
さ
ん
。
彼
女
は
、
フ
ァ
ン
レ
タ

ー
を
読
ん
だ
り
、
若
者
の
会
話
に
耳
を

傾
け
た
り
し
て
、
彼
ら
が
今
何
を
考
え
、

何
に
興
味
を
持
ち、

何
に
悩
ん
で
い
る

か
を
知
る
そ
う
で
す
。
二
十
五
年
に
も

わ
た
っ
て
人
気
を
保
ち
統
け
る
の
は
、

こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
理
由
が
あ
る
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
ら
つ
か
の
制
作
に
あ
た
っ
て

は
、
取
材
の
場
な
ど
で
の
会
話
を
通
し

て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
実
感
を

感
じ
取
り
、

「
生
の
声
」
を
紙
面
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
事
実
関
係
が
は
っ
き
り
し
な

い
記
事
を
掲
載
し
て
、
歪
女
を
あ
お
る

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
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レ
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忌
ポ
羽

町

忠

信

中
ン
パ

、
イ
一

語
ペ
メ

英
ス
ク

レ
ま
す
。
最
新
版
戸

今

伴
三
月

議

行
し
ま
し
た
。
ご
希
望
の
方
は
)
交
流

し

ん
ぜ
ん
か

会

い

信

ん

れ

ん

ら
〈

親
普
課

(内
線
5
9
7)
へ
ご
辿
絡
く

だ
さ
い
。

さ
て
、
平
塚
市
に
外
国
人
登
録
を
し

て
い
る
方
は
、
現
在
お
よ
そ
三
千
三
百

人
い
ま
す
。
回
路
は
全
部
で
五
十
七
に

も
な
り
、
当
然
「
母
国
語
」
も
即
興
な
り

ま
す
。
外
国
人
向
け
の
情
報
発
信
が
少

巴
市
S
E
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M
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払
F
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ド
ラ
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つ
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d
p
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積
極
的
な
情
報
公
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に
取
り
組
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で
い

'ミ---、，

-J子
y

・=‘、，
Z

「。

青少年相談室
(市民センター2階)

ft34-7311 

-毎週月~金曜日 9時-16時
。悩みご とは「ヤ ングテレホン」

宮 33ー7830(ミミでナヤミナシ)

毎週月 ~金曜日 9時-18時30分
(土蹴日は13時-18時30分)

子育て相談室

隠
央
民

中
公錦口側、

子

ど

も

教

育

・

相
談
セ
ン
タ
ー

チ
民
ン

市
セ

市民相談室
(市役所1階)

ft23-1111内線293

。来所毎週月~金曜日10時-17時

。電話毎週月~土曜日 9時-17時
(第 2・第4土曜日を除く)

-毎週月 ~木曜日 9時30分-16時

(木曜日は12時まで)

子育て相談室
(須賀保育園 2階)

ft21-7639 

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

ft36-6013 

国道134号

分-17時
。ボランティア

時30分-17時

。結婚毎週日曜日 10時-15時(第

3日曜日は除く)

。母子毎週月~金曜日 9時-16時

。家庭児童 毎週月~金曜日 9時~

16時
。婦人 12月11日(木)10時-15時

。高齢者職業毎週月~金曜日 9時

30分-16時

もしもし健康相談
(保健センター)

包 34-1221

毎週月~金曜日 8

毎週金l曜日 9時-12時。手話案内

30分
。建築設計 ・耐震 12月15日(月)、

1月12日(月)13時-16時

。高年齢者職業 12月4日(木)、

月 5日(木)9時-12時

。一般市民毎週月~金曜日9時~

16時

2 

福祉会館

ft33-2333 

。専門(法律 ・金融 ・住宅 ・保健医

療、いずれも予約制) 12月11日

(木)13時30分-15時30分

。生活支援 毎週月~金曜日 8時30

政
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
メ
モ
な
ど

。人権 11月18日(火)、 12月2日

(火)、12月16日(火)13時-16時

。行政 11月18日(火)、 12月16日

(火)、1月20日(火)13時-16時

。一般法律(予約制) 毎週水曜日

13時-16時
。登記・供託・測量 12月12日(金)、

1月9日(金)13時-16時
。住宅(新・改築) 11月18日(火)、

12月16日(火)13時-16時

。発明・考案・特許 1月 5日(月)、

2月9日(月)10時-15時

。労働 12月11日(木)、 1月8日

(木)13時-16時

。下請け取り引きあっせん 11月20日

(木)、12月18日(木)13時30分-16時

。年金 ・社会保険 ・労災 12月9日

(火)、 1月13日(火)10時-15時

。健康(予約制) 11月17日(月)、

12月15日(月)9時30分-11時30分

。消費生活毎週金曜日 9時-16時 -毎週月 ・木曜日10時-16時



と
広
報
ひ
ら
つ
か
は
市
民
の
み
な
さ
ん

と
市
役
所
と
の
接
点
に
あ
り
ま
す
。
制

作
に
あ
た
っ
て
得
た
情
報
は
、
市
役
所

•••••• 

'A. 

m惜の「燃の王線」の例を引くまでもなく、自分の姿

が世の小にどう映っているかは、自分で見ることができ

ません。今 年4月の紙面改定にあたっては、市政モニタ

ーのみなさんから様キな提案をいただきました。 1日号

の「平塚再発見Jr伝承料理J、 15日号8而の「育児一 口

メモJr写真スケッチJは、この提案から生まれました。

• 

月
笥
只

3
a
@
V
U
只
@
⑫

底
思
珍
島
内
d
A
U

住
民
実
態
調
査
で
は
、
自
由
意
見
欄
に
広
報
活
動
へ
の
ご

意
見
が
七
十
二
件
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
日
ご
ろ
寄
せ
ら
れ
て

い
る
ご
意
見
と
あ
わ
せ
、
三
つ
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

第611号 (1日・ 15日発行)

平
塚
駅
の
配
布
ス
タ
ン
ド

広報ひらつか

ピンコるすトス一ア肺
-@

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
代
官
庖

平塚駅南口

園 ~200ゆ
一I

至海岸

至

仁
交番 平塚大橋

~F 

回

な
ぜ
自
治
会
配

布
に
し
な
い
の

「
自
治
会
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
広
報
ひ
ら
つ
か
を
自
治
会
配
布
に
」

と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
治
会
配
布
に
つ
い
て
は
、
未
加
入

世
帯
が
一
九

・
四
%
(
四
月

一
日
現
在
)

あ
る
こ
と
、
役
員
に
配
布
の
手
聞
が
増

え
る
こ
と
な
ど
、
解
決
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

@
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

1
ト
こ
う
ち
盾

@
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

l
ト
土
屋
橋
庖

現
在
は
早
く
同
時
に
配
布
で
き
る
新
聞

折
り
込
み
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
配
布
方
法
に
つ
い
て
は

関
係
機
関
と
話
し
合
う
な
ど
し
て
、
最

轄
の
方
法
を
選
ん
で
い
き
ま
す
。

0

0

 

.
駅
や
コ
ン
ビ
ニ
で
も
配
布
し
ま
す

十

一
刀
一
日
号
か
ら
平
塚
駅
で
の
配

布
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
コ

ン
ビ
ニ
(
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
)

で
の
配
布
テ
ス
ト
も
始
め
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
平
塚
駅

〈改
札
内
側
の
通
路
の
南

端
H
写
長
上
〉
・
:
今
ま
で
ど
お
り
駅
ピ

ル
2
階
の
総
合
案
内
所
に
も
置
き
ま
す

マ
コ
ン
ビ
ニ

(3
庖
舗
で
の
テ
ス
ト
H

左
上
地
図
参
照
)
・
:
コ
ン
ビ
ニ
は
長
い

時
間
聞
い
て
い
る
、
新
聞
を
販
売
し
て

い
る
、

一
部
公
共
料
金
の
支
払
い
が
で

き
る
、
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
臨
広
い

年
齢
府
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

阪
神
大
従
災
の
際
に
は
、
行
政
の
「
災

害
広
報
」
を
配
布
し
、
避
難
所
に
避
難

し
な
か
っ
た
方
々
の
役
に
立
っ
た
と
の

報
告
も
さ
れ
て
い
ま
す

ま
す
。
外
国
人
向
け
の
情
報
発
信
が
少

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
で
す
。
今

に
受
け
止
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ち
が
好
き
に
な

美
し
い
石
丑
の
迫
。
線
此
か
な
広
い

公
園
。
腔
史
を
感
じ
さ
せ
る
ま
ち
な
み
。

テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
紹
介
さ
れ
る
「
す
て

き
な
ま
ち
」
を
凡
て
、

「あ
ん
な
と
こ

ろ
に
住
ん
で
み
た
い
」
と
思
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

広
報
ひ
ら
つ
か
を
、

一
度
や
二
度、

発
行
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
あ
る
臼
突

然
、
そ
ん
な
ま
ち
が
で
き
る
わ
け
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
は
、

何
の
役
に
立
つ
の

で
し
ょ
う
か
。
「道
路
や
公
園
」
を
題

材
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
だ
れ
も
が
「
道
路
や
公
悶

は

『行
政
」
が
造
る
も
の
で
、
自
分
た

ち
と
は
関
係
な
い
」
と
考
え
た
ら
、
ど

う
な
る
で
し
ょ
え

「公
共
の
財
産
と

い
う
立
論
は
生
ま
れ
な
い
し
、

「私
た

※
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
に
も
従
来

ど
お
り
位
い
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
新
聞
を
と
っ
て
い

な
い
世
帯
で
「
公
共
施
設
ま
で
取
り
に

行
け
な
い
」
な
ど
の
理
由
が
あ
る
場
合

は
郵
送
し
ま
す
。
点
字
広
報

・
録
音
カ

セ
ッ
ト
と
も
、
お
申
し
込
み
は
広
報
広

聴
課
(
内
線
3
1
5
)

へ

力
ラ
ー
化
し
て

無
駄
じ
ゃ
な
い
の

よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
親
し
み
ゃ
す

く
す
る
た
め
、
昨
年
四
月
か
ら
広
報
ひ

ら
つ
か
の
一
面
・
八
面
(
一
日
号
は

一

面
・
四
面
)
を
カ
ラ
1
化
し
ま
し
た
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
カ
ラ
1
化

に
あ
た
っ
て
は
、
特
集
号
の
内
容
を
通

常
の

一
日
号

・
十
五
日
号
に
組
み
込
み
、

「新
春
特
集
号
」
と
「
市
制
記
念
日
特

集
号
」
を
廃
止
し
ま
し
た
。
そ
の
結
巣
、

全
体
的
に
は
広
報
紙
の
製
作
費
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
、
市
民

一
人
あ
た
り
の
製
作
目
は
、
年
間
約
百

六
十
四
円
で
す
。

今
後
と
も
、

一
人
で
も
多
く
の
カ
に

読
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
紙
づ
く
り
と

と
も
に
、
経
費
削
減
に
努
め
ま
す
。

ち
の
ま
ち
」
も
育
た
な
い
で
し
ょ
う
。

「こ
の
ま
ち
に
と
っ
て
、
今
何
が
必

要
か
」
を
市
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
と

が
一
緒
に
考
え
、
決
め
て
い
く
。
そ
ん

な
過
桂
を
経
て
生
ま
れ
た

「道
路
や
公

国
」
は
「
行
政
任
せ
」
の
も
の
と
は
逃

う
は
ず
で
す
。

ま
ち
は
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
意
識

を
映
し
出
す
と
い
わ
れ
ま
す
。
あ
な
た

は
平
塚
の
ど
こ
が
好
き
で
す
か
。
ど
う

す
れ
ば
、
も
っ
と
よ
く
な
る
と
思
い
ま

す
か
。
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

訂
に
力
を
入
れ
す
ぎ
ず
、
地
に
足
を

つ
け
て
。

も
っ
と
そ
ば
に
、
ず
っ
と
そ
ば
に
。

広
報
ひ
ら
つ
か
は
、

「人
と
ま
ち
と
の

い
い
関
係
」
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
ス
テ
ー

ジ
の
拍
選
方
法
は

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
思

春

期

の

子
ど
も
の
と
こ
ろ

思
春
期
は
「
心
」
と
「
体
」
が
子
ど
も
か
ら

大
人
に
変
わ
っ
て
い
く
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
第
二
次
性
徴
な
ど
体
の
変
化
を

受
け
入
れ
た
り
、
人
と
は
迩
う

「
自
分
」
を
立

織
し
は
じ
め
た
り
し
て
、
梯
々
な
不
安
や
悩
み

を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
、
子
ど
も
た
ち
は
招
れ
て
い
る
内

面
と
は
謀
脱
に
、
生
意
気
で
背
伸
び
し
た
行
動

を
し
た
り
、
無
口
で
気
む
ず
か
し
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
親
に
と
っ
て
は
扱
い
づ

ら
く
、
わ
か
り
に
く
い
存
在
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
ま
だ

「自
分
づ
く
り
」

の
最
中
で
あ
る
た
め
に
、
自
分
自
身
も
自
分
に

わ
か
ら
な
さ
を
感
じ
、
そ
の
モ
公
ゃ
い
ら
だ
ち

を
様
々
な
形
で
表
現
し
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。

従
っ
て
、
子
ど
も
の
出
し
て
い
る
状
態
だ
け

を
凡
る
の
で
は
な
く
、
言
動
の
陰
に
あ
る
心
の

戸
を
察
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

《公
開
講
座
を
聞
く
》

埼
玉
医
科
大
学
短
期
大
学
助
教
授
の
岸
良
範

さ
ん
を
お
招
き
し
、
「
思
春
期
の
子
ど
も
の
こ

こ
ろ
」
を
テ
l
マ
に
公
開
講
座
(
講
演
会
)
を

聞
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
ロ
月
5
日
(
金
)
午
後
1
時
却
分
1
3

時
ぬ
分

マ
会
場
子
ど
も
教
育
相
r
dセ
ン
タ
ー

(崇
普

小
学
校
北
側
・

宮
部
|
6
0
1
3)

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
、
通
学
し
て
い
る

幼
児

・
児
泣
・
生
徒
の
保
護
者

マ
定

μ
別
人

※
小
さ
い
お
子
さ
ん
の
た
め
に
プ
レ
イ
ル
l
ム

を
用
意
し
ま
す
。

予
ど
も
の
歯
磨
き

質
問

幼
稚
闘
児
の
親
で
す
。
子

ど
も
の
歯
磨
き
の
注
意
点
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
「
仕
上
げ
磨
き
」
は

何
歳
ま
で
や
れ
ば
よ
い
か
教

え
て
く
だ
さ
い
。

お
答
え

食
事
や
お
や
つ
の
後
の
歯

に
は
、
む
し
歯
の
原
因
と
な

る
「
歯
こ
う
」
が
つ
い
て
い

ま
す
。
虫
歯
予
防
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
こ
の
歯
こ
、
喜
歯
磨

き
を
し
て
落
と
す
こ
と
で
す
。

ま
た
、
子
ど
も
が
成
長
す

る
過
程
で
、
「
自
分
の
こ
と

は
自
分
で
す
る
」
と
い
う
習

慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と

も
大
切
な
こ
と
で
す
。

三
歳
く
ら
い
に
な
っ
た
ら
、

歯
磨
き
は
自
分
で
す
る
よ
う

に
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

子
ど
も
だ
け
で
は
歯
こ
う
を

完
全
に
落
と
せ
ま
せ
ん
。
三

哉
か
ら
五
歳
ま
で
の
子
ど
も

で
は
、
歯
こ
う
は
七
割
以
上

も
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
大
人
が
府
く
「
仕
上
げ

磨
き
」
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

「仕
上
げ
謄
き
」
は
、

子

ど
も
用
の
歯
ブ
ラ
シ
を
使
い
、

力
を
入
れ
す
ぎ
な
い
よ
う
に

注
意
し
な
が
ら
、
小
刻
み
に

前
後
に
動
か
し
て
磨
き
ま
す
。

か
み
合
わ
せ
の
部
分
の
汚
れ

を
か
き
出
し
、
峠
聞
の
ま
わ
り

の
汚
れ
を

一
本
一
本
て
い
ね

い
に
府
き
落
と
し
て
く
だ
さ

し
V

小
学
生
に
な
る
と
手
先
が

器
用
に
な
り
、
歯
府
き
も
上

手
に
な
っ
て
き
ま
す
。
し
か

し
、
乳
歯
が
抜
け
永
久
歯
が

顔
を
出
す
、
と
て
も
磨
き
づ

ら
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、

三
年
生
く
ら
い

ま
で
は
「
仕
上
げ
磨
き
」
を

毎
日
や
り
、
そ
の
後
も
永
久

歯
が
生
え
そ
ろ
う
ま
で
は
、

上
手
に
磨
け
た
か
時

J々

確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

毎
日
の
「
仕
上
げ
磨
き
」

は
、
判
明
チ
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

に
も
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

-
保
健
セ
ン
タ
ー

宮
(
担

)
0
3
1
1

市政に対すると意見やご提案をお気軽にお寄せください。

。市長への手紙 郵送料市負担の手紙。公民館などの公共施股にあります。

Oなでしこファクス 送 信料市負担のファクス。番号は0120-704589。

を市政に
広報広聴課広聴担当(内線355)

「声」あなたの
。担当
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